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日
新
「夢創造事業」の概!？ 

凰圍…
子
ど
も
の
見
守
り
、 
地".'' 

圖圖

青少年(
子ども会)
育成会

福
井
市
に
は
43
地
区
の
育
成
会
が
あ
り
ま
す
。日
新 

地
区
の
青
少
年(
子
ど
も
会)
育
成
会
は4
つ
の
単
位
子 

ど
も
会(
文
里
一
宮
島
・乾
徳
・堀
ノ
宮)
で
構
成
さ
れ
て 

い
ま
す
。

主
な
事
業
は
毎
年
、 4
月
の
定
期
総
会
と8
月の

保健衛生推進員会

保
健
衛
生
推
進
員
は
、福
井
市
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の 

パ
イ
プ
役
と
し
て
、地
域
の
た
め
に 

活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

「1
オ
半
児
健
診
」「3
オ
児
健
診
」 

「に
こ
に
こ
子
育
て
相
談
」

「〇
オ
〜3
オ
ま
で
の
子
育
て
支
援
」 

「基
本
相
談
会
」「健
康
相
談
会
」

日
新
地
区
っ
て
こ
う
だ
と
言
え
る
も
の
は 

何
だ
ろ
う
。
こ
の
地
の
人
が
育
ん
で
き
た
も 

の
、
名
前
ど
お
り
に
日
に
新
た
に
為
す
べ
き 

も
の
は
ど
ん
な
事
か
。
多
様
な
想
い
が
あ
ろ 

う
。
心
が
安
ら
か
で
、
豊
か
な
気
持
ち
に
な 

る
の
は
、
そ
の
地
の
自
然
が
大
切
に
さ
れ
、 

暮
ら
す
老
若
男
女
の
心
の
通
じ
合
い
に
有
る 

と
思
う
。
名
所
旧
跡
、
有
名
人
が
皆
無
で
も 

よ
い
。
春
の
若
葉
、
秋
の
落
葉
、
草
花
の
咲 

く
土
の
香
り
が
あ
り
、
人
々
の
一
生
懸
命
生

安
心
・安
全,
文化のまちづくり日新 

実行委員会会長小林正一

地
区
だ
よ
り
創
刊
号
に
、
一
言
お
祝
い
と
御
礼
を 

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
公
民
館
建
設
と
三
十
周 

年
記
念
事
業
に
と
地
区
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、 

無
事
終
了
し
ま
し
た
。本
年
は
、こ
の
新
し
い
公
民 

館
を
利
用
し
て
活
動
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。そ 

れ
に
は
、私
ど
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
に 

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
こ
そ
防
災
と
防
犯
と
環
境
の
良
い
明
る
い
文 

化
の
日
新
地
区
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。環
境
を
よ 

く
す
る
た
め
に
は
、住
民
一
人
一
人
の
心
に
あ
る
と 

思
い
ま
す
。自
分
一
人
の
満
足
や
幸
せ
の
た
め
に
周 

囲
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
し
な
い
。環
境
を
他
人 

ご
と
の
よ
う
に
思
う
心
を
捨
て
て
取
り
組
も
う
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

龜 

地域の方々
が日頃心
襄 

が
け
て
、安
心
、安
全
の
ま&
 

ち
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
急 

と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
一容 

く
ご
協
力
を
お
願
い
申
し 

上
げ
ま
す
。

日新地区の団体紹介シリ—ズ①

自治会連合会

自治会連合会は、地区で一番大きな任意団 

体であり、安全・安心・文化のまちづくりを推進 

している日新地区では、一番頼りになる団体で 

す
。日
新
地
区
は
、乾
徳
・文里・宮島・堀
ノ
宮
の4 

つのブロックから成りますが、それぞれのブロック 

の自治会長の代表(
ブロック長)
から、自治会連 

合会の会長を選出し、住民の 

協力のもとに種々
の事業を展一 

開しています。連合会長やブー 

ロック長はじめ、役
員
達
は
、住 

民リーダーとしての活躍を期 

待されています。

自
治
会
長
は
、
乾
徳
29
名
、

文里9
名、宮島6
名、堀ノ宮4
名の計
48
名で、 

住民の先頭に立ち、日新まちづくり事業、特 

に昨年からは、防災や防犯に強い組織を編成 

し、住みよい安全なまちづくりに取り組んで 

います。また、年3
回の一斉清掃では、住 

民の皆さんの協力により、底喰川は年々
美し 

さを取り戻しています。更には、公民館事業 

への協力委員でもあり、行政嘱託員としても 

活躍しています。

ー
自
治
会
対
象
の
自
主
防
災

.'
ふこ
、

〇—
ル

夏休み写生大会、その他、親子で地域活動にも 

租極的に参加しています。

最近の活動のひとつに、「市少 

年相撲大会」では見事に過去 

3
回の全国大会出場も果たし 

ました。今後、各種団体と一体 

となり地域の発展に努力したい 

と思います。(
写真は
17
年7
月全国大会の古沢君)

よ

い

4
 (
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I
 

ー イ, 

同 
き
る
姿
が
見
え
る
処
で
あ
っ
て
欲
し
い
。 

ーー 

四
季
の
風
物
、
日
々
の
生
活
模 

一
 

様
を
紹
介
し
、
住
民
の
情
報
発
信 

の
場
に
も
な
る
『地
区
だ
よ
り
』 

に
し
、
日
新
は
こ
う
で
す
と
言
え 

る
よ
う
に
し
た
い
。
—

ー図
書
室
の
整
備
と
運
営
、 
地
区
だ
よ,
I
牛
充
凫
行 

地
域
の
美
化
と
資
源
型
社
会,
！.
丿



日新四季ミニ門松作り

新春におもいをこめ皆でつくったミニ門松

ふる里の味 上里の“大根の下駄煮”

その長年の功績が称えら 
れ福井市長より 
文化奨励賞、 
福井県知事より 
文化功労賞を 
受賞されている 
齢91歳の川柳 
の師です。

わがまち匠
〇

牧野 亀治さん文京5 丁目〇

〇
〇

剖
牧野さんは、昭和42年に 
三国川柳会に入会し、県下 
川柳大会をはじめ、広島、 
大阪等各大会に出席、平成 
2年に川柳誌「南十字星」 
を自費出版されました。

新成人の打
日新地区,: は5 

名、つどいに.：ー」小参が: 
し、当時け,山、字校担任の斉］ 
門先生をお迎えして有意諛:'1 
ひとときを過ごしました。新成I 
人おめでとうございます! ー言監 8

板ぐ。い米…‘系’…去…ネ…今’

20オになって
今年、僕は20オになりまし 

た。正直、あまり変わったところ 
はありませんが、成人式をはじ 
め、多くの行事を通して自覚を 
持って生活して行きたいと思っ 
ております。

新成人のつどいL’ 二
毛利衆素

新公民館での初め 
ての公民館まつり、 
あいにくの雨にもか 

Iかわらず過去最多の 
:人出で大変な賑わい 
!でした。

新公民館の 
スタート!

褊農後龍

4月6日(木)

2月1日(水)
2日18日(土)
3月5日(日)

福井市・美山町卅青水町越地村と編入合併 
自治連合会総会及び公民館協力委員会 
福井市長、市議補欠選挙投票日 
日新小学校資源回収日 
雪どけのまちクリーン作戦 
藤島中学校卒業式 
日新小学校卒業式 る 」
確定申告締め切り 
日新小学校入学式 
藤岛中学校入学式

3月12日(日)
3月14日(火)
3月15日(水)

…寿しらせ
大根を下駄の歯のように四 

角く切ることからそのように呼 
びます。厚揚げと大根を昆布 
と饌節のだし汁でじっくり煮含 
める、昔古来の煮物です。

南
十
字
星
の
下
に 

青
春
置
い
て
き
た

朝
舍
の
男
の
炎
見
る
遗
跡

わ
が
ま
ち
日
新
の
第
一

尸 、 

わ
が
ま
ち
日
新
の
第
一
号
ノ 

『地区だより』をお届けしま 

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
に
埋
も
れ 

た
文
化
や
お
宝
を
、た
よ
り
が 

ア
ン
テ
ナ
と
し
て
発
信
し
て
い
き 

ま
す
。耳
よ
り
な
情
報
や
こ
こ 

だ
け
の
話
な
ど
あ
り
ま
し
た 

ら
、ど
う
ぞ
お
寄
せ
下
さ
い
。 

皆
様
と
と
も
に
、内
容
豊
か 

な広報紙として青工てい̂ 

た
い
と
ス
タ
ッ
フ
・
‘,3" 

テおります!

編集委員

一・曾
 

稲木・高嶋.
友
田
・
卷.
・中西

側
隅
ち
て
三
ラ
に
割
れ
た
血
の
奸


